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お得な年間パスポート 

●小石川後楽園用● 

一般:１､２００円 
６５歳以上:６００円 

 好評発売中 

毎週土曜日 

１０時・１３時 
英語の庭園ガイド 
ツアー(無料)開催！ 
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｢小石川後楽園｣ 

ホームページ →検索 

「公園へ行こう！」 
見てね！ 

 

→ 検索 

小石川後楽園で新しい一年を寿ぐ 

 

第１０４号 

 

 冬景色をお楽し

みいただくために

手袋や、マフラー

なども、お忘れな

く、暖かくしてお

出かけください。 

 

大名庭園でお正月 
開催日時：令和２年１月２日(木)・３日(金) 
     9 時～17 時(最終入園は 16 時 30 分) 

 

①里神楽の公演 

日時：１月３日(金) 

11 時 30 分・13 時 30 分 

内容：松原にて、東京藝術大学 

卒業同大学院在籍の能楽師・石 

森裕也氏、ほかのみなさんによ 

る祭囃子の公演をご覧いただき 

ます。雨天中止、各回約 30 分 

当日自由観覧(入園料別途)です。 

②懐かしい正月遊び 

日時：1 月 2 日(木)・3 日(金) 

10 時～15 時 30 分 

内容：松原にて、羽根つきや、独楽(こま)まわしなどの

正月遊びをお楽しみください。雨天中止、当日自由参加

(入園料別途)です。 

 

③記念撮影コーナー 

日時：1 月 2 日(木)・3 日(金) 10 時～16 時 

内容：シダレザクラ前広場に、職員手作りでお正月の雰

囲気が満載の撮影コーナーを設けます(雨天中止)。新し

い年の始まりに、素敵なお写真をどうぞ！ 

(カメラは、ご持参ください) 

 

 さらに、庭園ガイドボランティアの案内で、園内散策

をお楽しみいただく庭園ガイドは、2 日(木)・3 日(金) 

の 11 時・14 時、各回約 60 分、雨天中止、参加費無

料(入園料別途)、また、売店「葵屋」では軽飲食の販売

も行います。 

 
《今年の里神楽の様子》 

 

 早いもので、今年も、もう１２月！一年の締めくく

りで、何かと慌ただしい毎日です。 

 今年は、年号も改まり、新しい時代を迎えました。

みなさまの周りでも、いろいろなことが、少しずつ変

わったかもしれませんね。 

 小石川後楽園では、改装工事のために長らくお休み

をいただいていた集会施設「涵徳亭(かんとくてい)」

が、６月に営業を再開しました。 

 また、内庭では、来年７月の完成予定で、唐門の復

元工事も始まりました。どんな姿を見せてくれるのか

楽しみです。 

 さて、当園は 12 月 29 日(日)～1 月 1 日(水)の４日

間、お休みをいただき、新年は 1 月 2 日(木)より開園

します。1 月 2 日(木)・3 日(金の 2 日間)は、『大名

庭園でお正月』と題して、左記のとおり催し物を行い

ます。歴史のある日本庭園で、ご家族やお友達とご一

緒に、新しい一年の始まりをお祝いしませんか？ 

庭師の技もめでる冬の庭 

<今年の正月開園、記念撮影コーナーの様子> 

 

 紅葉も終わると、一気に色味の少なくなる冬の日

本庭園ですが、この季節だからこそ、お楽しみいただ

ける設え、また、この時期にしか、ご覧いただけない

風景があります。 

 今回、ご紹介する以外にも、12 月の下旬には大き

な門松も登場します。東京には９か所の都立庭園があ

りますが、それぞれの庭園で庭師が丹精込めて、様々

な形に仕上げます。趣向を凝らした設えを見比べてい

ただくのも、冬の景色を楽しむ方法のひとつ、寒い日

の日本庭園もなかなか良いですよ。 

  

 

【雪吊り】 

 今年も「伝統技能見学会」で、庭師の技をご覧いた

だいた雪吊りですが、雪の少ない東京では“風物詩”

として、冬の日本庭園を飾ります。 【霜除け】 
 “霜除け”は、本来

ソテツやバショウなど

寒さに弱い植物を無事

に越冬させるために、

幹に藁を巻き、その頭

部に飾りを施します。 

 冬の雰囲気を味わっ

ていただくため、当園 

では、植物ではなく支柱に藁を施しています。 

 美しい姿に仕上げるために、庭師は多くの中から整っ

た藁を、一本一本時間をかけて地道に選び抜きます。足

元に敷いた松葉も、早朝に園内で少しずつ集めたもので

す。(今冬は 12 月 15 日ころ、完成予定です) 

《昨冬の様子》 

 

 松原にある大きな松を中心に、

園内各所にある幹の太い松に巻か

れた設えは“菰(こも)巻き”と呼

ばれ、江戸時代から大名庭園で行

われてきた害虫駆除の方法です。 

 この中で越冬したマツカレハの

幼虫などを、春先に菰ごと処分し

ます。 

 

【菰巻き】 

 虫が入りやすいよう、一番上の縄は緩めに、そして、逃

げにくいよう下の縄は強めに結んでいます。 

 園内にあるたくさんの松、今年も 10 月の終わりに、庭

園作業ボランティアさんの力もお借りして施しました。 


